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会社＆スクール紹介

■有限会社ヤングライフプロポーサル（略称：YLP） （2004年～）
http://www.ylproposal.com/
【事業内容】 情報ネットワークコンサルティング、教育事業

■名古屋Linuxスクール
http://www.ylproposal.com/linux-school/

「LPI-Japanアカデミック認定校」として、
個人・法人を問わず、ネットワークエンジニア育成に向けたコースを開講
実際の業務で要求されるスキルを踏まえて、現役エンジニアが
実機環境を利用した、演習を中心とした実践的な講義を展開

講座一覧（2014年6月現在）
「Linux体験コース （1日間コース）」
「Linux標準コース1,2（各 1日間コース）」
「Linuxサーバ構築コース（ 1日間コース）」

iPhoneアプリ
「LPIC模擬試験（Level1-101）」 ¥250-
「LPIC模擬試験（Level1-102）」 (近日リリース)
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本日のアウトライン

 Linux技術者認定試験「LPIC」 の概要

 LPICレベル1 試験概要

 学習方法と学習環境

 例題によるワンポイント技術解説

主題104 （ファイルシステム）

主題103 （アーカイブ）
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Linux技術者認定試験 「LPIC」 の概要
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LPICとは

LPIC（エルピック）
⇒ Linux Professional Institute Certification

Linux技術者認定試験

・世界最大規模 （世界150カ国以上で実施）
・全世界共通
・ベンダーニュートラル （技術力を中立公正に判定）

「ITエンジニア@IT自分戦略研究所」の調査において
『最もキャリアアップにつながった資格』
『最も実務で生かせた資格』
『取得したい資格』

の三冠を達成した注目の資格です。

http://www.lpi.or.jp/top1/index.shtml
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LPICのレベル

LPICは3段階のレベルを設けて、順次ステップアップ

レベル１・・・「Linuxのシステム構築、運用」
101試験: LPI Level1 Exam (101）
102試験: LPI Level1 Exam (102）

レベル２・・・「Linuxの応用的なシステム構築、ネットワーク構築」
201試験： LPI Level2 Exam (201）
202試験： LPI Level2 Exam (202）

レベル３・・・「エンタープライズシステム構築レベル」
300試験： LPI 300 Mixed Environment Exam
303試験： LPI 303 Security Exam
304試験： LPI 304 Virtualization & High Availability Exam
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LPICのレベル（イメージ）
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LPIC 認定証・認定カード・認定ロゴ
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LPIC受験者数の推移

（出典：LPI-Japan）



© LPI-Japan 2014. All rights reserved. 10

LPICレベル1 試験概要
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LPICレベル1 試験概要

認定名 LPICレベル1

試験名称 101試験： LPI Level1 Exam 101
102試験： LPI Level1 Exam 102
※2科目の合格でレベル1認定

試験時間 90分
出題数 60（～75）問
合格基準 65%程度の正解率
問題形式 択一問題／複数選択問題／入力式問題

出題範囲詳細
101 http://www.lpi.or.jp/lpic1/range/ver3.5/range101.shtml
102 http://www.lpi.or.jp/lpic1/range/ver3.5/range102.shtml
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出題範囲詳細のサンプル（公式サイト）

出題範囲詳細（101） http://www.lpi.or.jp/lpic1/range/range101.shtml
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101試験 出題範囲

主題 重要度 比率

主題101：システムアーキテクチャ 13.3%

101.1 ハードウェア設定の決定と構成 ２ (8)

101.2 システムのブート ３

101.3 ランレベルの変更とシステムのシャットダウンまたはリブート ３

主題102：Linuxのインストールとパッケージ管理 18.3%

102.1 ハードディスクのレイアウト設計 ２ (11)

102.2 ブートマネージャのインストール ２

102.3 共有ライブラリを管理する １

102.4 Debianパッケージ管理を使用する ３

102.5 RPMおよびYUMパッケージ管理を使用する ３

主題103：GNUとUnixのコマンド 43.3%

103.1 コマンドラインで操作する ４ (26)

103.2 フィルタを使ってテキストストリームを処理する ３

103.3 基本的なファイル管理を行う ４

103.4 ストリーム、パイプ、リダイレクトを使う ４

103.5 プロセスを生成、監視、終了する ４

103.6 プロセスの実行優先度を変更する ２

103.7 正規表現を使用してテキストファイルを検索する ２

103.8 viを使って基本的なファイル編集を行う ３

主題104：デバイス、Linuxファイルシステム、ファイルシステム階層標 25.0%

104.1 パーティションとファイルシステムの作成 ２ (15)

104.2 ファイルシステムの整合性を保持する ２

104.3 ファイルシステムのマウントとアンマウントをコントロールする ３

104.4 ディスククォータを管理する １

104.5 ファイルのパーミッションと所有者を管理する ３

104.6 ハードリンクとシンボリックリンクを作成・変更する ２

104.7 システムファイルを見つける、適切な位置にファイルを配置する ２
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102試験 出題範囲

主題 重要度 比率

主題105：シェル、スクリプト、およびデータ管理 16.7%

105.1 シェル環境のカスタマイズと使用 ４ (10)

105.2 簡単なスクリプトをカスタマイズまたは作成する ４

105.3 SQLデータ管理 ２

主題106：ユーザインターフェイスとデスクトップ 8.3%

106.1 X11のインストールと設定 ２ (5)

106.2 ディスプレイマネージャの設定 ２

106.3 アクセシビリティ １

主題107：管理業務 20.0%

107.1 ユーザアカウント、グループアカウント、および関連するシステムファイルを管理する ５ (12)

107.2 ジョブスケジューリングによるシステム管理業務の自動化 ４

107.3 ローカライゼーションと国際化 ３

主題108：重要なシステムサービス 16.7%

108.1 システム時刻を維持する ３ (10)

108.2 システムのログ ２

108.3 メール転送エージェント(MTA)の基本 ３

108.4 プリンターと印刷を管理する ２

主題109：ネットワークの基礎 23.3%

109.1 インターネットプロトコルの基礎 ４ (14)

109.2 基本的なネットワーク構成 ４

109.3 基本的なネットワークの問題解決 ４

109.4 クライアント側のDNS設定 ２

主題110：セキュリティ 15.0%

110.1 セキュリティ管理業務を実施する ３ (9)

110.2 ホストのセキュリティ設定 ３

110.3 暗号化によるデータの保護 ３
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解答テクニック

基本は自信を持って解答できるのが一番ですが・・・

試験においては解答テクニックの活用も重要です

 問題は前にさかのぼることができる

 「消去法」を活用する
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学習方法と学習環境
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学習方法のポイント

 出題範囲は広範囲

出題範囲の詳細をしっかり確認する

主な知識範囲、重要なファイル、用語、ユーティリティなど、
記載されているファイルやコマンドはしっかりと調べておく

 オプションやその意味をしっかり覚える

入力式問題で問われることもある

特にパッケージ管理コマンドなどは種類が多い

 「man」コマンドでオプションや使い方を調べる癖を付ける

実務でLinuxを扱っている方でも、普段は使わないコマンドが
出題される事がある
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学習時の重要コマンド「man」
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Linuxの学習環境

理想的なLinux学習環境は「専用PCを準備」ですが、
専用のPCを準備できない場合は

「USBメモリやCD/DVDから起動できるLinuxを利用」
○ HDDにインストール済みのOSを壊さずにすむ
△ 動作が比較的緩慢
× 設定の保存ができない

「仮想PC作成/実行ソフトを利用し、ゲストOSとして導入」
○ 専用PCとほぼ同じように扱える
○ 設定の保存ができる
× PCにある程度のスペックを要求

→現在のPCはメモリが確保できれば問題なし

結論：「仮想環境を活用しない手はない！！」
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仮想マシンのイメージ



© LPI-Japan 2014. All rights reserved. 21

仮想環境を使った学習環境構築の流れ

①必要なソフトウェア等やゲストOS用のISOイメージを準備
仮想PC作成/実行ソフトをダウンロードする
CentOSやDebianなどのISOイメージをダウンロードする

②仮想PC作成/実行ソフトをホストOSにインストール
再起動が必要な場合がある

③仮想マシン（VM）を作成
メニューにしたがって簡単に作成できる

④仮想マシンにLinuxなどのOS（ゲストOS）をインストール
通常の物理PCを用いたOSインストールとほぼ同じ
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参考：ソフトウェアのダウンロード

CentOS

VMware Player

https://my.vmware.com/jp/web/vmware/free#desktop_end_user_computing/vmware_player/5_0

http://www.centos.org/
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参考：VMware Playerによる仮想マシンの作成

①

④③

②
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参考：仮想マシンへのOSインストール

①

④③

②
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各種ソフトウェア入手先

Linuxディストリビューション
RedHat系

Red Hat Enterprise Linux（RHEL）・・・有償
http://www.jp.redhat.com/ （最新版 7.0）

CentOS
http://www.centos.org/ （最新版 6.5）

Debian系
Debian GNU/Linux

http://www.debian.or.jp/ （最新版 7.5）
Ubuntu

http://www.ubuntulinux.jp/ （最新版 14.04）

仮想PC作成・実行ソフト
VMware Player （最新版 6.0.2）

http://www.vmware.com/jp/products/player/
VirtualBox （最新版 4.2.13）

http://www.virtualbox.org/
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例題によるワンポイント技術解説
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サンプル問題① 主題104

問題
「ext2」ファイルシステムをアップグレードする場合、

「再フォーマットが必要」などの影響が最も少ないファイルシ
ステムはどれですか。

次の例題を解いてみてください

A. ext3
B. ReiserFS
C. JFS
D. XFS
E. VFS
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Linuxのファイル管理・・・用語

パーティション
ハードディスクを区切った単位

ファイルシステム
ファイル名や保存した日付などのファイルの属性データと
ファイルデータを、効率よく管理するための仕組み
いくつかの方式が存在する

ディレクトリ
複数のファイルやディレクトリをまとめて管理できる入れ物
Unix系OSでは「/」を最上位とするツリー状
Windows系OSではパーティション（ドライブ）ごとに
最上位「¥」が存在

マウント
ディスクを利用するためにディレクトリに割り当てること
マウントするまで、ディスクは使用できない
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主なファイルシステム

Linux

種類 ジャーナリング 最大サイズ 最大ファイルサイズ

ext2 × 16T 2T

ext3 ○ 2T～32T 16G～2T

ext4 ○ 1E 16T

ReiserFS ○ 16T 8T

XFS ○ 18E 9E

JFS ○ 512T～4P 4P～32P

種類 ジャーナリング 最大サイズ 最大ファイルサイズ

FAT × 32M/2G/8T 32M/2G/4G

NTFS ○ 256T/16E 16T/16E

参考：Windows
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ファイルシステムの作成

「mkfs」はフロントエンド
「-t」で指定されたファイルシステムに対応したプログラムを
呼び出す。

例１ 「ext3ファイルシステムの作成」
# mkfs -t ext3 /dev/sda1
# mkfs.ext3 /dev/sda1
# mke2fs -j /dev/sda1
→「mkfs -t ext3」は「mkfs.ext3」を呼び出す
→mkfs.ext3はmke2fsに-jオプションを付けて

実行していることに等しい（＝同一プログラム）

例２ 「xfsファイルシステムの作成」
# mkfs -t xfs /dev/sda1
# mkfs.xfs /dev/sda1
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サンプル問題② 主題103

問題
gzipを使った圧縮をサポートして、ディレクトリ「/home/lpic」
のアーカイブ「lpic.tar.gz」を作成するコマンドとして、
最も適切なものを選択してください。

次の例題を解いてみてください

A. gzip - /home/lpic | tar tvf lpic.tar.gz -
B. tar xvzf lpic.tar.gz /home/lpic
C. tar cvzf lpic.tar.gz /home/lpic
D. tar --create --file lpic.tar.gz /home/lpic
E. tar czvf /home/lpic lpic.tar.gz
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アーカイブの作成、展開コマンド 「tar」

オプション 説明

-c アーカイブの作成

-x アーカイブからファイルを取り出す

-t アーカイブの内容を確認する

-f ファイル名を指定する

-z gzip形式の圧縮をサポートする

-j bzip2形式の圧縮をサポートする

-v 詳細な情報を表示する

-u アーカイブ内にある同名のファイルより新しいものだけを追加する

-r アーカイブにファイルを追加する

-N 指定した日付より新しいデータのみを対象とする

-M 複数デバイスへの分割を行う

用途： アーカイブ（書庫）の作成／展開
書式： tar [オプション] ファイル名
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アーカイブ／圧縮のイメージ

ファイル（複数）

/home/lpic/*

アーカイブ
（単一のファイル）

tar

lpic.tar

圧縮
（単一のファイル）

gzip
bzip2

lpic.tar.gz

tar + 「z」オプション（gzip形式）
tar + 「j」オプション（bzip2形式）

「アーカイブ」＋「圧縮」を
まとめて実施
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サンプル問題② 主題103

問題
gzipを使った圧縮をサポートして、ディレクトリ「/home/lpic」
のアーカイブ「lpic.tar.gz」を作成するコマンドとして、
最も適切なものを選択してください。

次の例題を解いてみてください

A. gzip - /home/lpic | tar tvf lpic.tar.gz -
B. tar xvzf lpic.tar.gz /home/lpic
C. tar cvzf lpic.tar.gz /home/lpic
D. tar --create --file lpic.tar.gz /home/lpic
E. tar czvf /home/lpic lpic.tar.gz
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学習に有効活用できる無償教材

「LPI-Japan公開 標準教科書シリーズ」

・PDFファイル ←①②③
・iPadアプリ版 ←①②③
・Androidアプリ版 ←①

①Linux標準教科書 （Ver2.0.0）
http://www.lpi.or.jp/linuxtext/text.shtml

②Linuxサーバー構築標準教科書 （Ver2.0.1）
http://www.lpi.or.jp/linuxtext/server.shtml

③高信頼システム構築標準教科書 （Ver1.0.1）
http://www.lpi.or.jp/linuxtext/system.shtml

LPI-Japan公式サイトより、すべて無料でダウンロードできます
また、製本版（冊子）も販売されています
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ご清聴ありがとうございました

名古屋Linuxスクール
http://www.ylproposal.com/linux-school/

linux-school@ylproposal.com

有限会社ヤングライフプロポーサル
http://www.ylproposal.com/


